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冷間・温間・熱間圧造と機械加工の複合技術を生かした、自動車用
部品など輸送用機器を製造する一志の創業は1932年。今年で93
周年になりますが、約40年前に大阪から京都へ移転しました。亀
岡市への貢献を目指して20年前に取り組み始めた農業事業も大き
く成長し、伏見とうがらしなど、低農薬による京野菜の生産にも注
力しています。生産量の拡大と共に、地元出身の正社員雇用や繁忙
期の地元パートスタッフの採用にもつながっています。耕作面積も
拡大しており、将来的には20ヘクタールに農場を拡大していく考
えで、安全・安心・新鮮な農作物を作り、お客さま満足度を上げな
がら販売先の拡大に努めることで、売上高1億円を目指しています。

　
農
業
事
業
は
２
０
０
５
年
に
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
で
20
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
弊
社
が
大
阪
か
ら
京
都
府

亀
岡
市
に
移
転
し
て
40
年
余
り
と
な

り
ま
す
が
、
本
社
の
所
在
す
る
西
別

院
地
区
や
農
場
の
所
在
す
る
曽
我
部

地
区
は
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

地
域
の
雇
用
創
出
や
活
性
化
、
亀
岡

市
全
体
の
発
展
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
、

農
業
事
業
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。
働
く
社
員
が
災
害
時

の
食
料
に
困
ら
ぬ
よ
う
、
平
時
に
は

お
い
し
い
お
米
と
新
鮮
な
野
菜
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
の
思
い
も

あ
り
ま
す
。

　
08
年
に
法
人
化
し
、
農
地
所
有
適

格
法
人
「
一
志
ア
グ
リ
シ
ス
テ
ム
合

同
会
社
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
当
初

は
亀
岡
市
曽
我
部
町
犬
飼
と
法
貴
地

区
の
遊
休
農
地
０
・６
９
㌶
を
借
り
て
、

農
作
物
の
生
産
を
始
め
ま
し
た
。
そ

の
後
、
地
域
の
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら

農
地
提
供
の
申
し
出
を
い
た
だ
き
、

現
在
の
耕
作
面
積
は
約
3.3
㌶
と
当
初

現在の耕作面積は約3.3ヘクタールと当初の4倍以上へ拡大

一志の農業事業
報告 ● 一志株式会社 常務取締役 戦略企画本部本部長　安川 嘉彦

本
社
地
域
の
雇
用
創
出
や

街
の
活
性
化
を
目
指
し
て

一志株式会社
代表取締役社長：常次 正弘
本社：京都府亀岡市
西別院町柚原小原ヶ谷11-1
事業所数：国内１

社
会
の
た
め
に
、地
域
の
た
め
に

～
我
が
社
の
地
域
貢
献
～

第 ３ 回
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の
４
倍
以
上
と
な
り
、
生
産
量
も
大

幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
地
元
出
身
の

正
社
員
採
用
や
繁
忙
期
の
地
元
パ
ー

ト
さ
ん
の
採
用
を
行
い
、
雇
用
に
も

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
よ
り
良
い
農
産
物
を
生
産
す
る
た

め
、
産
官
学
連
携
と
し
て
京
都
府
と

京
都
先
端
科
学
大
学
、
京
都
大
学
と

協
力
関
係
を
構
築
し
、
食
の
安
全
を

目
指
し
た
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
弊
社
で
は
低
農
薬
栽
培
に
注

力
し
て
お
り
、
安
心
・
安
全
な
農
作

物
の
提
供
を
心
掛
け
、
人
工
肥
料
お

よ
び
農
薬
は
極
力
使
用
せ
ず
、
基
本

は
有
機
肥
料
を
使
用
し
て
野
菜
本
来

の
味
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
取
引
先
は
、
京
都
府
南
部
総

合
卸
売
市
場
や
農
協
（
Ｊ
Ａ
）、
亀

岡
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
、
漬
物
生

産
者
や
大
阪
市
内
の
弁
当
業
者
、
長

岡
京
市
内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
、
年
間

を
通
し
て
質
の
良
い
野
菜
と
米
の
生

産
・
提
供
を
行
う
た
め
の
生
産
体
制

づ
く
り
と
幅
広
い
販
路
の
確
保
に
尽

力
し
て
お
り
、
販
売
先
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
仕
入
れ
部
門
で
は
、
京
都
府
南
部

総
合
卸
売
市
場
な
ど
多
く
の
仕
入
先

と
契
約
を
結
び
、
弊
社
が
栽
培
し
て

い
な
い
作
物
も
、
全
国
各
地
の
新
鮮

な
農
作
物
を
お
届
け
で
き
る
体
制
を

確
立
し
て
い
ま
す
。

　
農
場
の
あ
る
曽
我
部
町
は
昼
夜
の

寒
暖
差
が
大
き
く
、
亀
岡
市
内
で
も

米
や
野
菜
作
り
に
適
し
た
地
域
で
す
。

今
後
は
農
場
を
現
在
の
６
倍
と
な
る

20
㌶
へ
の
拡
大
を
目
指

し
、
地
域
の
方
々
の
さ

ら
な
る
雇
用
拡
大
に
尽

力
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
農
業
を
主
と
し
て
従

事
し
た
基
幹
的
農
業
従

今
後
は
農
場
面
積
を
拡
大

ス
マ
ー
ト
農
業
に
も
取
り
組
む

事
者
数
が
15
年
の
１
７
６
万
人
か
ら

23
年
に
は
１
１
６
万
人
に
減
少
す
る

な
ど
担
い
手
不
足
の
中
で
、
人
員
の

充
実
と
共
に
ス
マ
ー
ト
農
業
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
先
端
技

術
を
利
用
し
、
人
手
が
足
り
な
い
部

分
は
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
機
械
で
補
う

こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
農
作
業
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ど
の

作
業
も
多
く
の
人
手
が
必
要
で
す
。

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
操
作
も
熟
練
が

必
要
で
、
若
手
人
材
が
技
術
を
習
得

す
る
ま
で
相
当
な
時
間
を
必
要
と
し

ま
す
。
作
業
を
効
率
化
し
、
作
業
量

そ
の
も
の
を
減
ら
す
こ
と
で
、
働
き

や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
農
作
物
栽
培
に
携
わ
る
経
営
体
は
、

法
人
個
人
合
わ
せ
て
全
国
で
92
万
経

営
体
、
京
都
で
は
１
万
４
千
経
営
体

と
な
っ
て
い
ま
す
（
23
年
）。
事
業

体
な
の
で
競
合
は
あ
り
ま
す
が
、
連

携
農
家
か
ら
の
仕
入
れ
販
売
を
行
っ

て
お
り
、
こ
の
連
携
の
輪
を
さ
ら
に

大
き
く
し
て
、
生
産
者
が
「
競
合
」

す
る
だ
け
で
な
く
、「
共
存
共
栄
」

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、（
も
み
の
入
荷
か

ら
米
と
し
て
出
荷
す
る
）
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
多
く
の
方
々
に

活
用
い
た
だ
く
こ
と
で
地
域
貢
献
を

目
指
す
考
え
で
す
。
ま
た
、
農
作
物

を
加
工
し
て
商
品
化
す
る
農
商
工
連

携
に
よ
る
六
次
産
業
生
産
品
作
り
の

取
り
組
み
に
加
え
、
観
光
農
園
化
も

こ
れ
か
ら
の
検
討
課
題
と
し
て
地
域

活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

一志アグリグループ社員と一志アグリ
システム代表社員の安川さん（右端）

地元への貢献を目指し20年前に農業事業へ進出
生産量の拡大と共に、地域の雇用も生み出す

For society, for the community

夏野菜と
コシヒカリ

大玉トマト

一志アグリシステム
合同会社
所在：京都府亀岡市西別院町
柚原小原ヶ谷11-1
代表社員：安川嘉彦
創業：2005年３月
法人設立：08年３月
資本金：510万円
グループ社員５人（10代２人、
20代１人、40代２人）、農業
従事者合計９人


